
令和６年度　第14回　県政インターネットモニターアンケート（水産資源課、こども家庭課）
※表の中の「ｎ」は、各設問の回答者総数を示す。

○静岡県の海に関する意識調査 ○「ヤングケアラー」に関する意識調査

カテゴリー名 回答者数 ％ 問１（回答数1） ｎ＝463 人 ％ 問１（回答数1） ｎ＝463 人 ％

男性 192 41.5% １　大切だと思う 419 90.5% １　聞いたことがあり内容を知っている 400 86.4%

女性 267 57.7% ２　どちらかというと大切だと思う 43 9.3% ２　聞いたことがあるが内容は知らない 48 10.4%

その他 4 0.9% ３　あまり大切だと思わない 0 0.0% ３　聞いたことがない 15 3.2%

10代 5 1.1% ４　大切だと思わない 1 0.2%

20代 30 6.5% 問２（回答数1） ｎ＝463 人 ％

30代 44 9.5% 問２（回答数1） ｎ＝463 人 ％ １　知っており内容も知っている 149 32.2%

40代 85 18.4% １　知っている 333 71.9% ２　知っているが内容は知らない 117 25.3%

50代 124 26.8% ２　なんとなく知っている 105 22.7% ３　知らない 197 42.5%

60代 99 21.4% ３　知らない 25 5.4%

70代 57 12.3% 問３（回答数複数回答可） ｎ＝463 人 ％

80代 19 4.1% 問３（回答数1） ｎ＝463 人 ％ １　学校に連絡する 101 21.8%

90代 0 0.0% １　知っている 133 28.7% ２　民生児童委員に連絡する 103 22.2%

賀茂 5 1.1% ２　なんとなく知っている 126 27.2% ３　市町の行政機関に連絡する 182 39.3%

東部 140 30.2% ３　知らない 204 44.1% ４　警察に連絡する 28 6.0%

中部 162 35.0% ５　家族、知人、友人に相談する 110 23.8%

西部 156 33.7% 問4（回答数1） ｎ＝463 人 ％ ６　本人に様子を聞く 135 29.2%

県外 0 0.0% １　取り組むべきだと思う 349 75.4% ７　何もしない 37 8.0%

自営業 34 7.3% ２　どちらかというと取り組むべきだと思う 102 22.0% ８　分からない 97 21.0%

会社員 152 32.8% ３　どちらかというと取り組むべきとは思わない 6 1.3%

公務員 17 3.7% ４　取り組むべきではない 6 1.3% 問4（回答数複数回答可） ｎ＝463 人 ％

パート・内職従事者 83 17.9% 178 38.4%

学生 26 5.6% 問５（回答数1） ｎ＝463 人 ％

無職 127 27.4% １　知っている 250 54.0%

その他 24 5.2% ２　なんとなく知っている 152 32.8% ３　ヤングケアラー支援者のためのヘルプデスクの設置 47 10.2%

３　知らない 61 13.2% ４　ヤングケアラー支援者への研修 27 5.8%

５　ヤングケアラー理解促進のためのマンガ作成 15 3.2%

問6（回答数1） ｎ＝463 人 ％ ６　見たり聞いたりしたことがない 261 56.4%

１　取り除いた方が良いと思う 288 62.2%

２　どちらかというと取り除いた方が良いと思う 155 33.5% 問５（回答数複数回答可） ｎ＝463 人 ％

３　どちらかというと取り除いた方が良いとは思わない 16 3.5% １　「ヤングケラーの相談窓口」をさらに周知すること 271 58.5%

４　取り除いた方が良いとは思わない 4 0.9% ２　学校に相談窓口や相談できる人を設けること 281 60.7%

３　自治体の役所等の行政機関に相談窓口があること 199 43.0%

６　ヤングケアラーの定義をわかりやすくすること 114 24.6%

７　「ヤングケラー」の支援に関する条例があること 90 19.4%

８　その他（自由記載） 30 6.5%

９　特にない 8 1.7%

回答者数：463人（回答率：82.9%）

１　ヤングケアラーの相談窓口の開設（電話相談・ＬＩＮＥ相談）

性別

住所

２　ヤングケアラーの居場所の提供（東部地域、中部地域、
西部地域）

51 11.0%

４　１～３以外の専門機関に相談窓口を設置したり、相談
できる人がいること

114 24.6%

５　マンガや動画などで、ヤングケアラーを分りやすく理
解できるようにすること

112 24.2%

年代

職業


